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１．組織の概要（事業所名、所在地、事業の概要、事業規模等） 

１-１．事業所名及び代表者名 

事業者名 株式会社 さしろ 

代表者名 代表取締役 瀧田 榮 

 

１-２．所在地 

  本社：〒309-1604 茨城県笠間市大渕８５９番地   

Tel 0296-72-4503  Fax 0296-72-9503 

  工場：〒309-1603 茨城県笠間市福田４４３番地 

Tel 0296-72-6433  Fax 0296-72-9503 

 

１-３．事業の概要 

事業活動：一般廃棄物・産業廃棄物の収集運搬、浄化槽の維持管理・清掃業、古物商、総合リース業 

特別産業廃棄物収集運搬業許可の取得はしているが過去 2 年以上営業実態はありません。 

 

１-４．事業規模 

   法人設立年月日 平成４年１２月１４日 

   資本金  １，７００万円 

売上高(2022年度) ３９８百万円 

従業員数 ３１名 

敷地面積 本社敷地：1,812ｍ２(社長宅含む)／ 工場敷地：5,153ｍ２ 

 

１-５．環境管理責任者名及び事務局者名 

   環境管理責任者 瀧田 剛 

事務局(連絡担当者) 廣木 聖   

 

 

２．対象範囲 

認証･登録範囲：本社(社長個人宅除く)及び工場の全事業 

対象者：全従業員 
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３．廃棄物収集運搬事業の概要 

３-１．運搬車両の種類と台数 

ダンプ車        １０トン車-2台，２トン車-１台 

塵芥車          ８トン車-1台，６トン車-３台，４トン車-3台，３トン車-７台，２トン車-1台 

コンテナ車       １０トン車-2台，８トン車-２台，６トン車-１台，４トン車-１台，３トン車-２台 

キャブオーバー車   １０トン車-１台，３トン車-１台，小型車-１台 

糞尿車         ４トン車-１台，３トン車-２台 

フルトレーラー車   １０トン車-２台 

バン           ２トン車-１台 小型-２台 

 

３-２．収集運搬受託実績(2022年度) 

   産業廃棄物： ２，３０１トン、特別管理産廃物： ０トン 

一般廃棄物： ９，６５３トン、資源物： ３９０トン 

 

３-３．許可証 

(1) 産業廃棄物収集運搬業許可 

都道府県等 許可番号 

 

 

 

 

 

許可年月日 

 

 

 

許可の有効年月日 事業の区分 

燃
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汚

泥 

廃  
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廃

酸 

廃

ア

ル

カ
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廃

プ

ラ

類 
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く
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繊

維
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動

植

物

残

さ 

動

物

固

形

不

要

物 

ゴ

ム

く

ず 

金

属

く

ず 

ガ

ラ

ス

く

ず

等 

鉱

さ

い 

が

れ

き

類 

ば

い

じ

ん 

"
水

銀

含

む 

 

茨城県  00801031826 

 
 

令和2年12月１２日 令和７年７月１２日 積替えを除く ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ◎ 

栃木県  00900031826 

 
 

令和4年４月5日 令和９年４月４日 積替えを除く  ●    ● ● ● ● ●   ● ●  ●   

福島県  00707031826 

 
 

令和2年１月6日 令和６年１２月１０日 積替えを除く ● ●    ● ● ● ●    ● ● ● ●   

注：ガラスくず等：ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くず 
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(2) 特別管理産業廃棄物収集運搬業許可 

① 茨城県 許可番号：００８５１０３１８２６ （許可の有効年月日：令和８年１０月９日） 

廃棄物の種類：廃油、廃酸、廃アルカリ、感染性産業廃棄物、鉱さい、廃石綿等、 

          ばいじん、燃え殻、汚泥 

 

(3) 一般廃棄物収集運搬業許可 

市町村 許可番号 許可年月日 有効年月日 廃棄物の種類 

笠間市 第２８号 R4.4.1 R6.3.31 一般廃棄物（ごみ） 

桜川市 第４-事-２２号 R4.4.1 R6.3.31 ごみ、粗大ごみ 

桜川市 第４-し-４号 R4.4.1 R6.3.31 し尿、し尿浄化槽清掃 

筑西市 
筑環境指令 

第１２号 
R4.4.1 R6.3.31 

事業系一般廃棄物 

城里町 指令第７号 R4.4.1 R6.3.31 一般廃棄物 

ひたちなか市 
指令 

第２１９５号 
R5.4.10 R7.4.9 

一般廃棄物（特定家庭用機器廃棄物） 

神栖市 指令第１０３号 R5.4.1 R７.3.31 
一般廃棄物  

ごみ（焼却灰・飛灰・不燃残さ・感染性廃棄物） 

益子町 
指令環 

第4-64号 
R4.7.28 R6.7.27 

も え る ご み 、 も え な い ご み 、 粗 大 ご み     

資源ごみ（紙類、缶類、ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ、びん類） 

 

(4) 浄化槽関連 

① 浄化槽保守点検業者登録票 

茨城県 許可番号茨３０第７３０号 （有効年月日：Ｒ５年１２月４日） 

② 浄化槽清掃業の許可 

桜川市 許可番号：第４-し-４号 （許可有効：Ｒ６年３月31日） 
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４．環境経営方針 

     環 境 経 営 方 針            №1 

 

 

株式会社さしろは、“Earth Friendly 地球にやさしく”を理念に掲げ、地域とともに発

展していくために、事業活動を通じて環境負荷を低減させる取組を行うと共に、環境の

保全や創造、持続可能な社会の構築に貢献するための取組を積極的、継続的に行ないま

す。 

併せて経営における課題とチャンスを明確化し、環境への取組に反映させていきます。 

この環境経営方針を株式会社さしろの全事業の活動方針として制定いたします。 

 

令和 2 年 4 月 22 日     

株式会社 さしろ         

                     代表取締役    瀧田 榮   
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５．環境経営計画の実施体制 

           
  

 

     代表者   
  

 

     代表取締役 瀧田 栄   
  

 

            
  

 

     環境管理責任者   
  

 

      瀧田 剛   
  

 

            
  

 

  
環境委員会     

(役員会議) 

    事務局   

      廣木 聖   

                      
 

               
 

本社部門  管理部門  工場内作業部門 

部門長 瀧田 貞子   部門長 瀧田 剛  部門長 瀧田 剛 

            
 

 

           
  

 

 構成員 役割・責任・権限  

 

代表者 

①環境経営方針を定める。  

 ②環境管理責任者を任命すると共に、環境経営組織、役割、責任を定める。  

 ③必要な経営資源を提供する。   

 ④活動の実績を環境管理責任者に求め、見直しを行い、必要な指示を行う。  

 

環境管理責任者 

①環境経営システムを構築し、運用の責任と権限を有する。  

 ②運用状況の全体について把握し、代表者に報告する。  

 

環境委員会 

①環境経営システムの報告、審議、決定などの会議体とする。  

 ②代表者を委員長とし、環境管理責任者、事務局及び部門長とする。  

 事務局 環境管理責任者を補佐し、環境経営システムを円滑に運用する。  

 部門長 
環境経営方針、環境経営目標、環境経営活動計画の自部門に関連す

る活動及びその他環境管理責任者からの指示事項について実践する。 
 

 従業員 部門長から指示のあった事項について実践する。  
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６．環境経営目標及び環境経営計画 

項目 

環境経営目標 環境経営計画 

目 標 の 設 定 取組内容（達成手段） 責任者 

目標の基準

値 
項目 

単

位 

2022 年

度 

2023 年

度 

2024 年

度 
日   程 

二酸化炭

素                           

排出量                                 

の削減         

軽油使用料の削減   

瀧田 剛 

環境への負荷要因の９割近くになっている軽油使用量を削減することで、 収集運搬車両の燃費改善 

直接的に二酸化炭素排出量の削減効果を目指す。   ・収集順路の見直し 

今年度は月平均 20ℓ（年間 240ℓ）の削減を目標とする。 ・エコドライブの励行 

2023 年は 180ℓ、2024 年は 120ℓ の年間削減を目標とする。   

2021 年度     

実績値             

１０５，１３０Ｌ 

目

標 

削減

量 
Ｌ 240 180 120 搬入先変更の影響を受けてしまった。

環境庁のドライブマナー視点を取り入れ

たエコドライブ講習で､意識づけの継

続、向上に努めたい。 

 

目標

値 
Ｌ 125,868 125,688 125,568 

 

 
二酸化炭素総排出量         （㎏-CO2）       ※令和元年度電気事業者別二酸化炭素排出係数 0.457（㎏-CO2/ｋｗｈ）：東京電力  

一般廃棄

物                           

排出量     

の削減 

リサイクル物をしっかりと分別することで再利用・再資源化を図り、又廃棄物   

瀧田 剛 

 

排出量の削減を目指す。 廃棄物の再利用・再資源化  

今年度は月平均 5 ㎏（年間 60 ㎏）の削減を目標とする。 の推進  

2023 年は 48 ㎏、2024 年は 36 ㎏の年間削減を目標とする。 ・可燃物とﾘｻｲｸﾙ物の分別  

     

2021 年度    

実績値             

３，５１０㎏ 

目

標 

削減

量 
㎏ 60  48  36  分別がしっかりと出来ているかを定期的

に確認し、その都度指導等を行ってい

く。 

 

 

目標

値 
㎏ 3,795  3,747  3,711  

 

 

水使用量                                            

の削減 

総排水量の削減   

瀧田 剛 

 

既に限界値に近い状態ではあるが、総排水を把握管理することで環境の影

響を 
洗車時の節水  

最小限にとどめる。    

毎年、月平均 1 ㎥（年間 12 ㎥）の削減を目標とする。    

     

2021 年度        

実績値    

８０７㎥ 

目

標 

削減

量 
㎥ 12  12  12  水使用の大部分を占める洗車時のこま

めな止水、バケツの利用ができているか

を定期的に確認していく。 

 

 

目標

値 
㎥ 795  783  771  

 

 

受託した        

廃棄物の                                          

収集運搬

に         

おける  

環境配慮 

社員の意識向上（教育研修の実施）   

瀧田 剛 

 

環境経営方針にも掲げている重要課題を達成するために教育研修を毎月行

う 
   

ことで、環境配慮の意識向上とサービスの改善に繋げるとともに事故発生の 運転者講習会の実施  

抑制や危険回避を図る。                         

     

2021 年度        

実績値    

12 回 

目標 回 12  12  12  

環境配慮のための教育・訓練とは別に

毎月運転者のための講習を開催する。          

評価は講習を実施したかではなく、意

識の向上に繋がっているかで判断す

る。 

 

 

 

 
≪備考≫ 科学物質は使用しておりません。  
 



 
 

 8

７．環境経営目標及び環境経営計画の実績・取組結果とその評価 

 （1）環境経営目標の実績とその評価 

項目 

環境経営目標 

実績とその評価 
目 標 の 設 定 

目標の基準

値 
項目 

単

位 

2022 年

度 

2023 年

度 

2024 年

度 

二酸化炭

素                  

排出量           

の削減         

軽油使用料の削減 

前年実績未達。                    

事業者排出の搬入先が変更になっ

たことから、未達となる。 

環境への負荷要因の９割近くになっている軽油使用量を削減することで、 

直接的にに二酸化炭素排出量の削減効果を目指す。   

今年度は月平均 20ℓ（年間 240ℓ）の削減を目標とする。 

2023 年は 180ℓ、2024 年は 120ℓ の年間削減を目標とする。 

2021 年度     

実績値             

１０５，１３０Ｌ 

目

標 

削減

量 
Ｌ 240 180 120 

今年度実績

値 １１２，９５２L 

目標

値 
Ｌ 125,868 125,688 125,568 

今年度削減

量 △７，８２２L 
 

二酸化炭素総排出量  ３１２，８９５ （㎏-CO2）       ※令和元年度電気事業者別二酸化炭素排出係数 0.457（㎏-CO2/ｋｗｈ）：東京電力  

一般廃棄

物              

排出量   

の削減 

リサイクル物をしっかりと分別することで再利用・再資源化を図り、又廃棄物 
前年実績未達だが目標達成となる。 

これ以上の削減の為には更なる活

動（再資源化やリサイクル）が必要か

と思われる。 

 

排出量の削減を目指す。  

今年度は月平均 5 ㎏（年間 60 ㎏）の削減を目標とする。  

2023 年は 48 ㎏、2024 年は 36 ㎏の年間削減を目標とする。  

   

2021 年度    

実績値           

３，５１０㎏ 

目

標 

削減

量 
㎏ 60  48  36  

今年度実績

値 ３，６９０㎏ 
 

目標

値 
㎏ 3,795  3,747  3,711  

今年度削減

量 △１８０㎏ 
 

水使用量                                         

の削減 

総排水量の削減 目標を超える成果をだすことができ

た。 

意識的に実践してるが､作業効率の

面と仕上げの丁寧さに課題が残ると

感じる。 

 

既に限界値に近い状態ではあるが、総排水を把握管理することで環境の影響  

を最小限にとどめる。  

毎年、月平均 1 ㎥（年間 12 ㎥）の削減を目標とする。  

   

2021 年度        

実績値    

８０７㎥ 

目

標 

削減

量 
㎥ 12  12  12  

今年度実績

値 ７７８㎥ 
 

目標

値 
㎥ 795  783  771  

今年度削減

量 ２９㎥ 
 

受託した                      

廃棄物の    

収集運搬

に                  

おける                      

環境配慮 

社員の意識向上（教育研修の実施） 

一年を通してほぼ予定通りにでき

た。 

 

環境経営方針にも掲げている重要課題を達成するために教育研修を毎月行う  

ことで、環境配慮の意識向上とサービスの改善に繋げるとともに事故発生の  

抑制や危険回避を図る。                       

   

2021 年度        

実績値    

12 回 

目標 回 12  12  12  
今年度実績

値 12 回 

 

 

 
≪備考≫ 科学物質は使用しておりません。  
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（2）環境経営計画及び取組結果とその評価 

項目 

環境経営計画 

取組結果とその評価 取組内容（達成手段） 責任者 

日   程 

二酸化炭素                

排出量                           

の削減         

  

瀧田 剛 １年を通してエコドライブの講習を行ってきたが、

人によっては必ずしも実行できていないと感じられ

る。指導や講習に環境庁のドライブマナー視点を

取り入れることで工夫することができたので､今後も

怠慢や慢心などのマンネリ化を防ぐためにも意識

づけを継続、向上に努めたい。 

収集運搬車両の燃費改善 

・収集順路の見直し 

・エコドライブの励行 

  

搬出先と目標変更を従業員に周知する。その後定期的

に順路見直しの検証を行う。守られていない場合は再

度周知する。エコドライブは 5 月初旬に周知し、その後

定期的に検証を行う。 

 

 

 

一般廃棄物                           

排出量                                      

の削減 

  

瀧田 剛 

運搬後の洗浄時に排出される残りが主な廃棄物と

なるが、全般的に良い活動ができていた。                          

まだこれ以上の削減の為には更なる活動（再資源

化やリサイクル）が必要かと思われる。 

 

廃棄物の再利用・再資源化  

の推進  

・可燃物とﾘｻｲｸﾙ物の分別  

   

分別がしっかりと出来ているかを定期的に確認し、その

都度指導等を行っていく。 

 

 

 

 

水使用量                                            

の削減 

  

瀧田 剛 

目標を超える成果をだすことができた。 

意識的に実践してるが､作業効率の面と仕上げの

丁寧さに課題が残ると感じる。 

 

洗車時の節水  

   

   

   

水使用の大部分を占める洗車時のこまめな止水、バケ

ツの利用ができているかを定期的に確認していく。 

 

 

 

 

受託した                      

廃棄物の                    

収集運搬に                  

おける                      

環境配慮 

  

瀧田 剛 

有意義な成果のある活動ができていた。 

 

   

運転者講習会の実施  

   

   

環境配慮のための教育・訓練とは別に毎月運転者のた

めの講習を開催する。                         

評価は講習を実施したかではなく、意識の向上に繋が

っているかで判断する。 

 

 

 

 

≪備考≫ 科学物質は使用しておりません。  

 



 
 

 10

８.次年度の環境経営目標及び環境経営計画 

項目 

環境経営目標 環境経営計画 

目標の基

準 

項

目 

単

位 
2022 年度 2023 年度 2024 年度 取組手段 

二酸化炭

素                           

排出量      

の削減 

2021 年度   

実 績 値        

105,130L 

目

標

値 

L 125,868 125,688 125,568 

収集運搬車両の燃費改善                       

 ・収集順路の見直し                          

・エコドライブの励行 
削

減

量 

L 240 180 120 

 

一般廃棄

物                     

排出量                                      

の削減 

2021 年度   

実績値             

3,510 ㎏ 

目

標

値 

㎏ 3,795 3,747 3,711 

廃棄物の再利用、再資源化の推進         

・可燃物とﾘｻｲｸﾙ物の分別 

・ペーパーレス､電子保存 

 

削

減

量 

㎏ 60 48 36 

 

水使用量                                            

の削減 

2021 年度   

実績値    

708 ㎥ 

目

標

値 

㎥ 795 783 771 

洗車時の節水 

 

削

減

量 

㎥ 12 12 12 

 

受託した廃

棄物の                                            

収集運搬に

おける           

環境配慮                

教育研修   

の実施 

目

標

値 

回 12 12 12 
・動画配信ｅ-ラーニングに変更 

・確認テストで理解度を深める 

 

≪備考≫ 科学物質は使用しておりません。  
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９．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟の有無 

(1) 主な環境関連法規等の遵守状況の確認結果 

 環境関連法規等 要求事項の概要 結果 

１ 廃棄物処理法 自社の産業廃棄物の処理対応           

許可証確認と処分委託契約、産業廃棄物管理

票、産業廃棄物管理票等状況報告等 

問題無 

自社の一般廃棄物の処理対応           

処分業者の許可証、適切な処分等 

問題無 

産業廃棄物の収集運搬受託業務         

特別管理産業廃棄物の収集運搬受託業務            

収集運搬許可証、収集運搬委託契約、産業廃

棄物管理票等 

問題無 

一般廃棄物の収集運搬受託業務             

収集運搬許可証、収集運搬委託契約等 

問題無 

２ 家電リサイクル法 自社家電品の対応                      問題無 

他社(他者)家電品の対応 問題無 

３ 浄化槽法 自社浄化槽の対応                        

法定検査、保守点検清掃等 

問題無 

他社(他者)浄化槽の維持管理委託業務      

保守点検業者登録、専任管理士、標識、帳簿、

実績報告提出等 

問題無 

４ 消防法 指定可燃物の届出、掲示等 問題無 

5 フロン排出抑制法 簡易点検、漏洩防止、廃棄時の適切処理等 問題無 

 

(2) 環境関連法規等の違反、訴訟の有無 

環境関連法規等に関して、違反、訴訟は過去三年間ありませんでした。 
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１０．代表者による全体の評価と見直し・指示 
１.環境管理責任者から代表者への報告

内容       
  項目/確認文書・記録 報告内容 

1 

環境経営目標・環境経営計画 

従業員に対する教育及び講習において、映像を利用したことによって理解し

やすくなり、意識の向上繋がっていったと思われる。その結果どの目標に対

してもよい活動並びに評価結果が得られたようである。                            

今後の課題として、これらが漫然とならないように創意工夫しながら、現在の

活動を続けていくことが重要と思われます。 

環境経営目標及びその達成状況の確認･評価表

(2022.10.15)                                        

環境経営計画の取組結果とその評価(2022.10.17)                                                                    

次年度の環境経営目標及び環境経営計画

(2022.10.17) 

2 

環境関連法規 
環境関連法規等調査表の様式で調査を行い、環境関連法規などの遵守状

況の確認評価表で定期的に確認評価を行った。又、環境関連法規一覧兼

遵守評価表として再度１年分のその遵守状況を確認し評価を行った。               

その遵守評価結果については特に問題となる点はなかった。                                 

環境関連法規等調査表(2020.5.10)               

環境関連法規などの遵守状況の確認評価表

（2021.4.30）                                           

環境関連法規一覧兼遵守評価表(2021.5.13)                        

3 

外部情報 

外部からの環境に関する苦情や要望は特にはなかった。        
外部情報受付記録（なし） 

4 
問題点の是正・予防 今回は搬入先変更があり､経営努力で対応できないと判断し報告書を作成し

是正した。 軽油使用量、一般廃棄物 

5 

前回指示事項のフォロー確認 

教育研修をのあり方を改善した。（視点を変えた講習） 
代表者による全体の評価と見直し・指示記録                     

6 
その他 

特に無し。 
  

    
          

２．代表者から環境管理責任者への指示事項 
 

    
  項目 変更の必要性/指示事項 

1 環境経営方針 

変更の必要性      □有       ■無      (該当項目を■） 

新たに変更をすべき問題点や必要性のある課題は特に無しで良し。 

2 

環境経営目標                             

及び                                          

環境経営計画 

変更の必要性      □有      ■無      (該当項目を■） 

環境経営目標につては、課題とチャンスの検討から変更を必要とするものではないと判断する。       

もう 1 年現在の目標及び計画を続行して、経過を見てみたい。 

3 実施体制 

変更の必要性      □有      ■無      (該当項目を■） 

実施体制について変更を必要とする問題点は特にない。 

4 その他 

変更の必要性      □有      ■無      (該当項目を■） 

特になし。 

         
 


